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第 2 章では、バッハの時代における女性ソプラノ歌手について述べたうえで、当時バッハの周辺に存在した 2 人の女性ソ
プラノ歌手、クリスティアーネ・パウリーネ・ケルナーChristiane Pauline Kellner（1664-1745）と、アンナ・マクダレ






























本研究は、J.S.バッハのソプラノのためのソロ・カンタータ、《全地よ、神にむかいて歓呼せよ Jauchzet Gott in 
allen Landen》BWV51と、《わが心は血の海を漂う Mein Herze schwimmt im Blut》BWV199をとりあげ、バッハの周辺に存
在した女性ソプラノ歌手の活躍が、当該曲の作曲に与えた影響を考察しつつ、現代に生きる女性ソプラノ歌手の立場から、
演奏論を展開するものである。 
 論文は、関連資料を丁寧に読み込み、明瞭な論旨でわかりやすくまとめられている。第１章でバッハのカンタータ全体
を概観後、当該作品の位置付けをし、第２章でバッハの周辺で活躍したことがわかっている２人の女性ソプラノ歌手（パウ
リーネ・ケルナーとバッハの２番目の妻アンナ・マグダレーナ）とバッハの声楽作品との関連性を、先行研究を参考にしな
がら整理している。さらに第３章と第４章において当該曲の分析考察を経て演奏論を展開し、この２曲のカンタータが、女
性ソプラノとは断定できないが、経験豊かな「スター歌手」の歌唱力を要求していることを明らかにした。 
 BWV51 の「技巧的要素」を考察するには、少年が歌ったことが確実なバッハ作品や、バッハが聴いた可能性の高いハンブ
ルグやツェレの宮廷で上演されたオペラ作品との比較が必要であったこと、さらにBWV199 の「劇的表現」を考察する上で
も、第４章の楽曲分析において修辞的技法や象徴表現を反映させた掘り下げや、同じ「悔い改め」の主題を扱ったバッハの
他の作品との比較も必要であったことが論文審査会で指摘された。 
 しかしながら、2002年にサンクトペテルブルグで発見されたバッハの自筆資料に基づき、教会外での（女性ソプラノの
起用が考えられる）演奏が推測される BWV199 のケーテン第２稿について検証し、2019年2月12日（火）第２ホールで行わ
れた学位審査演奏会で、実際にこの稿を用いて、古楽アンサンブルとともに（日本初演と予想される）演奏を行ったことは
意義深く、作品の新たな視点に光をあてるものとなった。後半のBWV51では難曲を破綻なく演奏することに意識が集中して
しまったが、細かいパッセージを操る技術は十分に持っているので、ドイツ語の修辞的表現の工夫など、今後の成長に期待
したい。以上、論文と演奏を総合的に評価し、博士学位を授与するに値すると判断した。 
 
